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トポロジのオプション
ここでは、システムトポロジの概要と、トポロジにおけるノードタイプ間の関係について説

明します。

クラスタ

クラスタは、複数のサーバ間でコール処理の分散、プレゼンス状態およびデータベースレプリ

ケーションを行うメカニズムを備えています。また、リソースと機能の透過的な共有を実現

し、システムのスケーラビリティを向上させます。

クラスタは、互換性があるソフトウェアバージョンを実行している一連の Cisco Unified
Communications Managerノードと、IM and Presenceノードから構成されます。

パブリッシャノードとサブスクライバノード

クラスタ内では、インストールするノードのタイプごとにデータベースパブリッシャがありま

す。

Unified Communications Manager のインストール時、インストールウィザードにより、インス
トールするノードがクラスタ内の最初のノードかどうかを指定することが求められます。最初

にインストールされた UnifiedCommunications Managerノードがパブリッシャノードになりま
す。このノードによって、クラスタ内の他の Unified Communications Managerノードに音声お
よびビデオデータベースがパブリッシュされるからです。そのクラスタ内の後続のノードはす

べて、サブスクライバノードと呼ばれます。サブスクライバノードは、それぞれパブリッシャ

ノードと関連付けられている必要があります。サブスクライバノードにソフトウェアをインス
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トールするには、その前にパブリッシャノードのシステムトポロジ内ですべてのサブスクラ

イバノードを設定する必要があります。

IM and Presenceノードをインストールする場合は、最初にインストールするノードが IM and
Presenceデータベースのサーバとして機能します。このノードはクラスタ内のすべての IM and
Presenceノード向けにデータベースをパブリッシュするので、IM and Presenceデータベースパ
ブリッシャと呼ばれます。ただし、このノードと他のすべての IMandPresenceノードは、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードのサブスクライバとしてインストールする必要が
あります。他のサブスクライバノードと同様に、ソフトウェアをインストールする前に、シス

テムトポロジにこれらを追加する必要があります。

トポロジのオプション

クラスタをインストールする際に、導入したいトポロジを導入したい決定する必要がありま

す。次に例を示します。

•必要なクラスタノードの数。

•すべてのクラスタノード1つの場所にインストールするかどうか、または地理的冗長性を
提供するために、WAN経由で接続されている別の地理的サイトのノードをインストール
するかどうか。スケーラビリティの詳細については、巨大クラスタを参照してください。

IM and Presenceのクラスタトポロジ
IM and Presenceサービスを導入する場合は、インストールを開始する前に、標準の導入（IM
and Presence Service Unified Communications Manager上で）を行うか、IM and Presence中央クラ
スタを導入するかを決定する必要があります。

説明IM and Presenceの導入

IM and Presence Serviceクラスタノードは、Unified
Communications Managerのテレフォニークラスタとして物理
サーバーにインストールされます。IM and Presenceクラスタ
は、プラットフォームと多くのテレフォニークラスタと同じ

サービスを共有します。このオプションでは、IMandPresence
クラスタへの Unified CMテレフォニークラスタの 1x1のマッ
ピングが必要です。

基本的なインストールの順序は、有人インストールの方法で

説明したものと同じです。詳細については、「インストール

方法」を参照してください。

ゼロタッチインストールでは、1つのプロセスですべての
Unified CommunicationsManagerと IM and Presence Serviceクラ
スタノードを同時にインストールすることができます。

標準展開（非中央型/分散型）
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説明IM and Presenceの導入

IM and Presence中央クラスタは、テレフォニークラスタとは
別にインストールして、別のハードウェアサーバーに配置す

ることができます。この導入では、テレフォニークラスタと

IM and Presenceのクラスタ間 1 x 1のマッピングの要件が削除
されます。これにより、テレフォニー導入と IM and Presence
の導入を個別に拡張することができます。

基本インストールの場合：

1. Unified Communications Managerパブリッシャノードをイ
ンストールします。このノードは、テレフォニー展開の

一部ではありません。ノードは、中央クラスターのデー

タベースやユーザープロビジョニングなどの機能を処理

します。

2. IM and Presence Serviceデータベースパブリッシャノード
をインストールします。

3. いずれかの IM and Presenceサブスクライバノードをイン
ストールします。

ゼロタッチインストールでは、1つのプロセスで、Unified
CommunicationsManagerパブリッシャノードと IM and Presence
サービスの中央クラスタをインストールできます。ただし、

テレフォニークラスタを個別にインストールする必要があり

ます。

詳細については、『IM and Presence Serviceの設定および管理
ガイド』の「中央展開の構成」の章を参照してください。

IM and Presence中央クラスタ
の導入

インストール方法
このガイドでは、Unified Communications ManagerおよびIM and Presence Serviceのインストール
方法について説明します。

これらのインストール方法は、以下のシナリオのいずれにおいても使用することができます。

•フレッシュインストール（新しいノードまたはクラスタの初回セットアップ、既存の展
開なし、既存の顧客データなし）。

•クラスタの拡張（新しいサブスクライバノードを既存のクラスタに追加）。

•古いバージョンからの直接移行。詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
および IM and Presence Serviceアップグレードおよび移行ガイド』を参照してください。
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説明インストール方法

有人インストール
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説明インストール方法

ネイティブのインストールウィザードのグラ

フィカルユーザーインターフェイス（GUI）
を使用する、Unified Communications Manager
またはIM and Presence Serviceの 1ノードの、
基本的で一般的なインストール。Unified
CommunicationsManagerには、アップグレード
中にパッチを適用するオプションのみが含ま

れています（これはたとえば、インストール

しているベースリリースにサービスアップ

デートを適用するために行います）。

この方法を使用してクラスタをインストール

するには、「有人インストール」の手順を順

序に従って実行します。

• Unified Communications Managerパブリッ
シャノード

• Unified Communications Managerサブスク
ライバノード

• IM and Presence Serviceパブリッシャノー
ド

• IM and Presence Serviceサブスクライバ
ノード

この方法は、以下のいずれかのソフトウェア

メディアオプションで使用できます。

•物理インストール DVD。

• ISOフォーマットでの、ベースリリース
のブート可能インストーライメージ

（Cisco Commerce Workspace、My Cisco
Entitlements、またはCisco Business Edition
アプライアンスの工場出荷時プリロード

のいずれかから取得できます）。

•事前インストールアプリケーションを含
む展開用 OVA。この OVAフォーマット
ファイルは、Cisco Business Editionアプラ
イアンスの工場出荷時プリロードで取得

できるもので、完全にインストールされ

ていて、すぐに実行できるアプリケーショ

ンが含まれています。

•部分的にスキップインストールされた
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説明インストール方法

OVA。この OVAフォーマットファイル
には、インストールウィザードを一定箇

所まで進めてあるためにスキップでき、

部分的にインストールされたアプリケー

ションが含まれています。アプリケーショ

ンに応答ファイルを適用すれば、インス

トールが完了します。OVAフォーマット
ファイルは、MyCisco Entitlementsまたは
Cisco Business Editionアプライアンスの工
場出荷時プリロードで取得できます。

ラボや小規模展開など、自動化が

要求されず、手動インストールが

許容される状況では、この方法を

使用します。

Note
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説明インストール方法

単一ノードまたはクラスタのゼロタッチイン

ストール
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説明インストール方法

単一ノードの部分的に自動化されたインストー

ル、またはUnified Communications Managerお
よび IM and Presence Serverの複数のノードの
クラスタ全体のインストール。

単一ノードでは、この方法を使用して、基本

的な自動化が実現できます。最初にすべての

情報を入力しておき、その情報を使用してイ

ンストールウィザードを開始し、応答ファイ

ルを使用して残りのインストールを自動的に

完了させます

クラスタ全体のインストールでは、この方法

に基づき、応答ファイルを事前に作成します。

これにより、1つのシームレスなプロセスとし
て最小限の介入で実行できます。

この方法を使用して単一ノードまたはクラス

タをインストールするには、「ゼロタッチイ

ンストールのタスクフロー」の手順に従いま

す。

1. Unified Communicationsの応答ファイル生
成ツールを使用して、ノードごと、また

はクラスタ内ノードのの応答ファイルを

作成します。

2. これらすべての応答ファイルを既知の場
所に配置します。「ゼロタッチインストー

ルの応答ファイルの生成」を参照してく

ださい。

3. ノードまたはすべてのクラスタノードを
同時にパワーオンします。

この方法では、ネイティブのインストールウィ

ザードとの対話は必要ありません。ノードは

相互に通信し、各ノードは応答ファイルを読

み取って指示を受けます。

この方法は、有人インストールで利用可能な

ソフトウェアメディアオプションのどれと組

み合わせてでも使用できます。この方法の使

用目的：

•さらなる自動化：クラスター全体の無人
インストール +ネイティブのインストー
ルウィザードとの対話なし。
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説明インストール方法

インストールの高速化：クラスタノード

の並列インストール。これは、インストー

•

ルするノードが多数ある大規模なクラス

ターで特に便利です。
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説明インストール方法

Cisco Prime Collaboration Deployment（PCD）
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説明インストール方法

Cisco Prime Collaboration Deploymentを使用し
て、Unified CommunicationsManagerおよび IM
and Presence Serverのクラスタをフレッシュイ
ンストール、ノードを追加、または直接移行

します。以下については、『Cisco Prime
Collaboration Deployment Administration Guide』
を参照してください。

•フレッシュインストールタスク（PCD
は、単一ノードまたはクラスターのゼロ

タッチインストールと同様の操作を実行

します）。

•タスクの編集/拡張 (PCDはタッチレスイ
ンストールと同様の操作を実行して単一

のノードを追加します)。

•移行タスク（PCDがクラスタ全体の直接
移行を実行する場合）。

この方法は、以下の場合に使用します。

•単一のクラスタまたは複数のクラスタの
複数のノードに関する支援が必要である

ため、別個の管理アプリケーションが許

容される場合。

•（PCD移行タスクのみ）以下の事柄を扱
うため、既存のインストールの再処理を

行っている場合。

•サイトの移動、ハードウェアの変更、
VMwareのアップグレード、アプリ
ケーションのバージョンのアップグ

レード、アプリケーションの再アド

レス指定、および直接アップグレー

ドよりも高い柔軟性が期待されるシ

ナリオなど。同じ移行の一部として

これらの要因の 2つ以上が関係する
状況が考えられます。

•クラスタを再構築、復元、または回
復する必要があるか、構成の変更を

元に戻す必要がある場合。ここでは、

Unified Communications Managerディ
ザスタリカバリソリューションが提

供できるものよりも柔軟なアプロー
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説明インストール方法

チを探しているとします。

•移行のダウンタイムまたは所要時間
を短縮するため、アプリケーション

の再アドレス指定と一時的なハード

ウェアフットプリントの追加の利用

は許容されます。

VMware OVFツールを使用すれば、単一ノー
ドまたはクラスタ全体の完全自動インストー

ルまたは直接移行を実行できます。

クラスタをインストールまたは直接移行する

には、「vAppプロパティとVMwareOVFツー
ルを使用した自動インストール」の手順に従っ

てください。

• VMware OVFツールを使用して、クラス
タノードごとにスキップインストール

OVAを作成します（応答ファイル生成
ツールを使用する代わりに、OVAパラ
メーターを入力します）。

•スキップインストール OVAを、すべて
のクラスタノードに同時に展開します。

•インストールは、単一ノードまたはクラ
スターのゼロタッチインストール、また

はデータインポートを使用した新規イン

ストールのように進められます。

スキップインストール OVAを使用するこの
方法がベストです。期間を最短にし、最高レ

ベルの自動化を実現できるからです。

クラスタのゼロタッチインストールまたはデー

タインポートを使用した新規インストールを

検討する要因に加えて、プログラムによるイ

ンストールまたは直接の移行方法が必要な場

合は、この方法を使用します。

VMware OVFツール
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説明インストール方法

この方法では、Prime Collaboration Deployment
Migrationタスクと同様のメカニズムを使用し
て、単一ノードまたはクラスタ全体の直接移

行を実行しますが、Unified Communications
Managerおよび IM and Presenceにネイティブ
であるという特徴があります。

クラスタを直接移行するには、「データイン

ポートを使用したインストール」のタスクに

従います。

•各クラスタノードで、古いバージョンの
データをエクスポートします。

•クラスタノードごとに、新しいバージョ
ンの新しい仮想マシンをプロビジョニン

グし、単一ノードまたは目的のクラスタ

ノードに対して、有人インストールまた

はゼロタッチインストールのいずれかを

実施します。インストールウィザードま

たはUnified Communicationsの応答ファイ
ル生成ツールで利用可能なデータイン

ポートオプションを使用します。

この方法は、有人インストールで利用可能な

ソフトウェアメディアオプションのどれと組

み合わせてでも使用できます。

この方法は、PrimeCollaborationDeploymentな
どの個別の管理アプリケーションを必要とし

ない「ネイティブ」の直接移行に使用します。

個々のノードの移行のタイミングと順序をよ

り細かく制御できます。また、この方法では、

直接移行のためのアプリケーションの再アド

レス指定と一時的な追加のハードウェアフッ

トプリントの使用を回避することもできます。

データインポートを使用した新規インストー

ル

既存のUnified Communications Managerまたは
IM and Presence Serviceクラスタにノードを追
加する場合、以下のタスクを実行します。

既存のクラスタに新しいノードを追加する

ノードのインストール
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要件および制約事項
ここでは、Unified Communications Managerまたは IM and Presence Serviceをインストールまた
はアップグレードするときに、システムが満たす必要のある要件と適用される制限事項につい

て説明します。

•デフォルトでは、システムが非 FIPSモードになっているときは、希望する場合、有効に
する必要があります。

•クラスタ上でFIPS、コモンクライテリア、または強化されたセキュリティモードを有効に
する前に、セキュリティパスワードの長さが最小 14文字である必要があります。旧バー
ジョンが FIPSを有効にしていた場合でもパスワードを更新します。

（注）

最新の Unified Communications Manager対応/サポートの ESXiバージョンについては、
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlおよび https://www.cisco.com/c/dam/en/us/
td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/
cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibilityを参照してください。

（注）

サブネットの制限

多数のデバイスを含む大規模な Class Aまたは Class Bサブネットに Unified Communications
Managerをインストールしないでください。詳細については、『Cisco Collaborationシステム
12.xソリューションリファレンスネットワークデザイン（SRND）』を参照してください。

クラスタサイズ

クラスタ内の Unified Communications Managerサブスクライバノードの数は、4個のサブスク
ライバノードと 4個のスタンバイノードの合計 8個を超えることはできません。Unified
Communications Managerパブリッシャノード、TFTPサーバ、メディアサーバなどのクラスタ
内のサーバノードの合計数は、21個を超えることはできません。

クラスタ内の IM and Presence Serviceノードの最大数は 6個です。

詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrndにある『シスココラボレーションソリュー
ション設計ガイダンス』を参照してください。
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IPアドレス要件
多数のサービスを適切に動作させるために、コラボレーションソリューション全体は DNSに
依存しているので、可用性の高い DNS構成を適切な場所に配置する必要があります。基本的
な IPテレフォニー展開でDNSを使用したくない場合は、Unified Communications Managerおよ
び IM and Presence Serviceを設定することで、ゲートウェイやエンドポイントデバイスとの通
信にホスト名ではなく IPアドレスを使用できます。

静的 IPアドレッシングを使用するようにサーバを設定し、サーバが固定 IPアドレスを取得で
きるようにします。また、静的 IPアドレスを使用することで、Cisco Unified IP Phoneをネット
ワークに接続したときにアプリケーションに登録できるようにもなります。

DNSの要件
次の要件に注意してください。

•混合モードの DNS導入はサポートされません。シスコでは混合モードの導入をサポート
していません。Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの両方でDNSを
使用するか、使用しないかのいずれかにする必要があります。

•展開でDNSUnified CommunicationsManagerをIM and Presence Service使用する場合は、同じ
dnsサーバを使用する必要があります。IM and Presence Serviceと Unified Communications
Managerで異なる DNSサーバを使用すると、システムの動作に異常が発生する場合があ
ります。

•展開がDNSを使用していない場合は、次の [ホスト名/IPアドレス（HostName/IPAddress）]
フィールドを編集する必要があります。

•サーバー（Server）：CiscoUnified CMAdministrationの [Server Configuration（サーバ
設定）]ウィンドウで、クラスタノードの IPアドレスを設定します。

• IM and Presence UC Service：Cisco Unified CM Administrationの [UCサービスの設定
（UC Service Configuration）]ウィンドウで、IM and Presenceデータベースパブリッ
シャノードの IPアドレスを指している IM and Presence UCサービスを作成します。

• CCMCIPプロファイル（COMCIP Profiles）：Cisco Unified CM IM and Presence
Administrationの [CCMCIPプロファイルの設定（COMCIP Profile Configuation）]
ウィンドウで、いずれかの CCMCIPプロファイルでホストの IPアドレスを指定しま
す。

•マルチノードの考慮事項：IMandPresenceServiceでマルチノード機能を使用する場合は、
DNS設定オプションについて、『 IM and Presence Serviceの設定および管理ガイド』のマ
ルチノード展開に関する項を参照してください。

• DNSサーバーがWindows 2019以降で設定されていることを確認するか、任意の Linuxマ
シンで設定された DNSサーバーを使用します。
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ファイアウォールの要件

ポート 22への接続がオープンで、スロットリングされないようにファイアウォールを構成し
ます。Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサブスクライバノードのインス
トール中は、UnifiedCommunicationsManagerパブリッシャノードへの複数の接続が連続してす
ばやく開かれます。これらの接続をスロットリングすると、インストールが失敗する可能性が

あります。一般的なセキュリティの考慮事項については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
セキュリティガイド』を参照してください。

これらのファイアウォール機能はアップグレードとインストールの失敗を引き起こす可能性が

あるため、アップグレードおよびインストール中は [侵入者/侵入検知（Intruder/Intrusion
Detection）]および/または [ブルートフォースアタック（Brut Force Attack）]機能を無効にする
ことをお勧めします。

（注）

ポートの使用法の詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイ
ド』の「Cisco Unified Communications Manager TCPおよび UDPポートの使用法」の章を参照
してください。

プラットフォームの要件

ここでは、仮想マシンに Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceを展開する
前に満たす必要があるプラットフォーム要件について説明します。

このリリースでは、サーバハードウェアで Unified Communications Managerと IM and Presence
Serviceを直接インストールまたは実行することはできません。これらのアプリケーションは、
仮想マシンで実行する必要があります。

仮想マシンでソフトウェアをインストールまたはアップグレードする前に、次の操作を実行す

る必要があります。

•プラットフォームを設定する。

• ESXi仮想化ソフトウェアをインストールして設定する。

最新のUnified CommunicationsManager対応/サポートの ESXiバー
ジョンについては、 https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_
ip_comm/uc_system/virtualization/
virtualization-cisco-unified-communications-manager.htmlおよび
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/
virtualization/
cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibilityを参照し
てください。

（注）

設置の計画

16

設置の計画

ファイアウォールの要件

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/virtualization-cisco-unified-communications-manager.html
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibility
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibility
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/virtualization/cisco-collaboration-infrastructure.html#VMwareCompatibility


•リリース用にシスコが提供する正しい OVAファイルから仮想マシンを展開します。使用
するインストール方法によっては、追加の手順が必要です。

サポートされるバージョン

同じクラスタ内の Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceノードは、
Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのリリースノートに記載
されているサポート対象のビルドを実行している必要があります。

バージョンの不一致

このリリースでは、このリリース用の Unified Communications Managerおよび IM and Presence
Serviceの次の 2つの主要な導入オプションが提供されています。

• IM and Presence Serviceの標準展開：Unified CommunicationsManagerおよび IM and Presence
Serviceの両方が、展開のサポート対象バージョンを実行している必要があります。バー
ジョンの不一致はサポートされていません。

• IM and Presence Serviceの集中展開：IM and Presence Serviceで集中展開オプションが設定
されている場合は、IM and Presence Serviceの中央クラスタ内で Unified Communications
Managerインスタンスと IM and Presence Serviceの両方が、同じバージョンを実行している
必要があります。ただし、中央クラスタが接続するテレフォニークラスタでは、同じバー

ジョンを実行している必要はありません。

集中型 IM and Presence Serviceクラスタでは、クラスタ内に合計 7
台のサーバーが必要です。IM and Presenceサブクラスタが 3ペア
（サーバー 6台）と、 Unified CMパブリッシャノードが 1台で
す。

（注）

ソフトウェアの制限事項

サードパーティー製またはWindowsベースのソフトウェアアプリケーションはインストール
または使用できません。このシステムでアップロードおよび処理できるソフトウェアは、シス

コによって提供され、デジタル署名がなされたものだけです。詳細については、SecurityGuide
for CiscoUnified CommunicationsManagerの「オペレーティングシステムとセキュリティのハー
ドニング」の章を参照してください。

すべてのソフトウェアのインストールとアップグレードは、Cisco Unified Communications
Operating System Administrationを使用して行う必要があります。

Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceのソフトウェア互換性について
の詳細は、『Cisco Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceの互換性マトリク
ス』を参照してください。
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ユーザー名とパスワードの要件

インストール中に指定しなければならないユーザ名およびパスワードは、次のとおりです。

•管理者アカウントのユーザ名とパスワード

•アプリケーションユーザ名およびパスワード

•セキュリティパスワード

管理者アカウント

管理者アカウントのユーザ名およびパスワードは、以下にログインする際に使用します。

• Cisco Unified Communications Operating System Administration

• Disaster Recovery System

•コマンドラインインターフェイス

管理者アカウントのユーザ名およびパスワードを指定する際は、次のガイドラインに従ってく

ださい。

•管理者アカウントのユーザ名：先頭を英文字にする必要があります。英数字、ハイフン、
下線を使用できます。

•管理者アカウントパスワード：6文字以上の長さであることが必要です。英数字、ハイフ
ン、および下線を使用できます。

コマンドラインインターフェイスを使用して、管理者アカウントパスワードを変更したり、

新しい管理者アカウントを追加したりできます。詳細については、『『CommandLine Interface
Reference Guide for Cisco Unified Communications Solutions』』を参照してください。

アプリケーションユーザ

Unified Communications Managerをインストールする際は、アプリケーションユーザ名および
パスワードを入力する必要があります。アプリケーションユーザ名およびパスワードは、シス

テムにインストールされている以下のようなアプリケーションにアクセスする際に使用しま

す。

• Cisco Unified CM Administration

• Cisco Unified Serviceability

• Cisco Real-Time Monitoring Tool

• Cisco Unified Reporting

アプリケーションユーザ名およびパスワードを指定する際は、次のガイドラインに従ってくだ

さい。

•アプリケーションユーザー名：アルファベットで始まる名前であることが必要です。英数
字、ハイフン、および下線を使用できます。
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•アプリケーションユーザパスワード：6文字以上の長さであることが必要です。英数字、
ハイフン、および下線を使用できます。

システムアプリケーション名をアプリケーションユーザ名として使用しないでください。シ

ステムアプリケーション名を使用すると、データベースのインストール時に回復不能エラーが

発生し、インストールに失敗します。

システムアプリケーション名は次のとおりです。

• CCMSysUser

• WDSysUser

• CCMQRTSysUser

• IPMASysUser

• WDSecureSysUser

• CCMQRTSecureSysUser

• IPMASecureSysUser

• TabSyncSysUser

• CUCService

注意

コマンドラインインターフェイスを使用して、アプリケーションユーザ名およびパスワード

を変更できます。詳細については、「『Command Line Interface ReferenceGuide for CiscoUnified
Communications Solutions』」を参照してください。

セキュリティパスワード

インストール中にセキュリティパスワードを指定する必要があります。UnifiedCommunications
Managerシステムでは、このパスワードを使用して、クラスタ内のノード（IM and Presence
Serviceノードを含む）間の通信が許可されます。このパスワードは、クラスタ内のすべての
ノードで同じにする必要があります。

セキュリティパスワードは6文字以上の長さであることが必要です。英数字、ハイフン、およ
び下線を使用できます。

パスワードの推奨事項

インストールウィザードは、入力されたパスワードが強固であるか確認します。強固なパス

ワードを作成するには、次の推奨事項に従ってください。

•パスワードは、長さ6文字以上にしてください。パスワードには英数字、ハイフン、アン
ダースコアを使用できます。
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クラスタでFIPS、コモンクライテリア、または拡張セキュリティ
モードを有効にする場合、セキュリティパスワードが最小 14文
字以下であることを確認します。

（注）

•印刷できない ASCII文字は使用しないでください。

•少なくとも1つの英数字を含めます。

•大文字と小文字を併用します。

•文字と数字を併用します。

•特殊記号を含めます。

•長いパスワードほど強固であり、短いパスワードよりも安全であることに留意してくださ
い。

以下のようなパスワードは避けてください。

•英数字だけを使用している。

•英数字以外の文字を使用していない。

•固有名詞や辞書に載っている単語など、意味を持つ単語は使用しないでください。また、
これらと数字を組み合わせて使用することも避けてください。

•認識可能な単語の反転は避けます。

• aaabbb、abc123、qwerty、zyxwvuts、123321など、一定のパターンの語句や数字は使用し
ないでください。

•他の言語において意味を持つ単語は使用しないでください。

•誕生日、郵便番号、子供やペットの名前など、個人情報は使用しないでください。

インストール時間の要件

Unified Communications Managerの時間の要件

サーバのタイプに応じて、インストールプロセス全体で 45～ 90分かかります（インストール
前後のタスクは除く）。

IM and Presenceノードの時間の要件

IM and Presence Serviceインストール全体のプロセスには、サーバーのタイプに応じて、サー
バー 1台あたり 45～ 90分かかります（インストール前後のタスクを除く）。
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ライセンス要件
ここでは、Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceのライセンス要件につい
て説明します。

スマートソフトウェアライセンシングの概要

シスコスマートソフトウェアライセンシングは、ライセンスに関する新しい考え方を提供して

います。ライセンスの柔軟性が増し、企業全体のライセンスがシンプルになります。また、ラ

イセンスの所有権および消費が可視化されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングを使用すると、デバイスが自己登録し、ライセン
ス消費を報告し、製品アクティベーションキー（PAK）が必要なくなり、ライセンスの調達、
展開、管理が簡単にできるようになります。ライセンス資格を単一のアカウントにプールし

て、必要に応じてネットワーク経由でライセンスを自由に移動することができます。Cisco製
品全体で有効化され、直接クラウドベースまたは間接導入モデルによって管理されます。

Ciscoスマートソフトウェアライセンシングサービスでは、製品インスタンスを登録し、ラ
イセンスの使用状況を報告し、Cisco Smart SoftwareManagerまたはCisco Smart SoftwareManager
サテライトから必要な認証を取得します。

スマートライセンシングでは次のことを実行できます。

•ライセンスの使用状況とライセンス数の表示

•各ライセンスタイプのステータスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる利用可
能な製品ライセンスの表示

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによるライセ
ンス認証の更新

•ライセンス登録の更新

• Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトによる登録解
除

ライセンス承認は、30日間に少なくとも 1回更新することで 90日間有効になります。Cisco
Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに接続しないと、90日
後に承認の期限が切れます。

Cisco Smart Software Managerサテライトのオプションを選択する場合、このサテライトが認証
を行うために、Cisco Smart SoftwareManagerへのインターネット接続が必要になります。Cisco
Smart Software Managerサテライトは、接続時間が設定可能な接続済みモードと、手動同期が
必要な切断モードの 2つのモードで動作できます。

（注）
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スマートライセンシングの導入オプションには、主に次の 2つがあります。

• Cisco Smart Software Manager

• Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Manager

Cisco Smart Software Managerは、システムのライセンスを処理するクラウドベースのサービス
です。Unified Communications Managerが直接またはプロキシサーバ経由で、cisco.comに接続
できる場合に、このオプションを使用します。Cisco Smart Software Managerによって、次のこ
とを行うことができます。

•ライセンスの管理およびトラック

•バーチャルアカウント間でのライセンスの移動

•登録済みの製品インスタンスの削除

オプションで、Unified CommunicationsManagerが直接Cisco Smart SoftwareManagerに接続でき
ない場合、接続を管理するプロキシサーバを導入することができます。

Cisco Smart Software Managerに登録されている Unified Communications Managerを 15より前の
リリースからリリース15以降にアップグレードする場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、製品インスタンスの Cisco Smart Software Manager UIで製品バージョンを 15に更新しませ
ん。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Managerの詳細については、https://software.cisco.comに進みます。

Cisco Smart Software Managerサテライト

Cisco Smart Software Managerサテライトは、セキュリティ上または可用性上の理由で、Unified
Communications Managerが直接 cisco.comに接続できない場合に、ライセンスのニーズを処理
できるオンプレミス導入です。このオプションを導入すると、UnifiedCommunicationsManager
は、ライセンスの使用を登録し、サテライトに報告します。この際、cisco.comでホストされ
ているバックエンドの Cisco Smart Software Managerとそのデータベースを定期的に同期しま
す。

サテライトが cisco.comに直接接続できるかどうかに応じて、Cisco Smart Software Managerサ
テライトを接続または切断のいずれかのモードで導入できます。

•接続（Connected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの直接の接続があ
る場合に使用されます。スマートアカウントの同期が自動的に実行されます。

•切断（Disconnected）：Smart SoftwareManagerサテライトから cisco.comへの接続がない場
合に使用されます。SmartAccountの同期を手動でアップロードおよびダウンロードする必
要があります。
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Cisco Smart Software Manager Satelliteに登録されている Unified Communications Managerを 15
より前のリリースからリリース15以降にアップグレードする場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、製品インスタンスの Cisco Smart Software Manager UIで製品バージョンを 15に更
新しません。詳細については、CSCwf94088を参照してください。

（注）

Cisco Smart Software Managerサテライトの情報およびドキュメントについては、
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.htmlに進みます。

ライセンスタイプ

ニーズをカバーするために、次のライセンスタイプを使用できます。

Cisco Unified Workspace Licensing

Cisco Unified Workspace Licensing（UWL）は、シスココラボレーションアプリケーショ
ンおよびサービスの最も一般的なバンドルをコスト効率の高いシンプルなパッケージで提

供します。このパッケージには、ソフトクライアント、アプリケーションサーバソフト

ウェア、およびユーザごとのライセンスが含まれています。

Cisco User Connect Licensing

User Connect Licensing（UCL）は、個々の Cisco Unified Communicationsアプリケーション
に対するユーザベースのライセンスで、アプリケーションサーバソフトウェア、ユーザ

ライセンス、ソフトクライアントが含まれています。UCLは、必要なデバイスのタイプ
とデバイスの数に応じて、Essential、Basic、Enhanced、Enhanced Plusの各バージョンから
選択できます。

これらのライセンスタイプと使用可能なバージョンの詳細については、http://www.cisco.com/
c/en/us/products/unified-communications/unified-communications-licensing/index.htmlを参照し
てください。

Session Management Edition

Session Management Editionは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software
Managerサテライトのいずれかに登録できます。Session Management Editionの登録には、
Unified Communications Managerと同じプロセスを使用できます。Cisco Unified
CommunicationsManagerが登録されているバーチャルアカウントまたは別のバーチャルア
カウントに登録し、最小のライセンス要件を満たします。

特定ライセンス予約（SLR）に登録されたSMEでは、SLR承認コードの生成時に最小セッ
トのライセンスが CSSMに予約されている必要があります。

（注）

製品インスタンスの評価モード

Unified Communications Managerは、インストール後 90日間は評価期間として実行されます。
評価期間が終了すると、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテ
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ライトに登録されるまで、UnifiedCommunicationsManagerで新規ユーザや新規端末の追加がで
きなくなります。

製品が登録されると評価期間は終了します。（注）

IM and Presence Serviceライセンスの要件
IM and Presence Serviceには、サーバーライセンスやソフトウェアバージョンライセンスは必
要ありません。ただし、ユーザーを割り当て、その割り当てたユーザごとに IM and Presence
Serviceを有効にする必要があります。

Jabber for Everyoneオファーを使用している場合、IM and Presence Service機能を有効にするた
めのエンドユーザーライセンスは不要です。詳細については、『Jabber for Everyoneクイック
スタートガイド』を参照してください。

（注）

IMandPresenceServiceは、各ユーザに関連付けられているクライアントの数に関係なく、ユー
ザ単位で割り当てることができます。IMandPresenceServiceをユーザに割り当てると、ユーザ
が IMとアベイラビリティの更新を送受信できるようになります。IM and Presence Serviceが有
効になっていないユーザは、IMandPresenceServiceサーバにログインして他のユーザのアベイ
ラビリティを確認したり、IMを送受信したりすることはできません。また、そのユーザのア
ベイラビリティステータスを他のユーザが確認することもできません。

次のいずれかのオプションを使用して、IMandPresenceServiceのユーザを有効にすることがで
きます。

• Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィ
ンドウ。詳細については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーショ
ンガイド』を参照してください。

•一括管理ツール（BAT）

• UnifiedCommunicationsManagerの [ユーザ/電話のクイック追加（Quick User/Phone Add）]
ウィンドウから参照できる機能グループテンプレートに IM and Presence Serviceを割り当
てる。

詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステム設定ガイド』を参照してく
ださい。

IM and Presence Service機能は、User Connect Licensing（UCL）とCiscoUnifiedWorkspace Licensing
（CUWL）の両方に含まれています。また、Unified Communications Manager IPテレフォニー
ユーザでないユーザに対しても、Jabber for Everyoneオファーを通じて IM and Presence Service
機能を入手できます。詳細については、『Jabber for Everyoneクイックスタートガイド』を参
照してください。
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必要なインストール情報
Unified Communications Managerまたは IM and Presence Service をサーバーにインストールする
際に、特定の情報を提供する必要があります。この情報はインストール中に手動で入力する

か、応答ファイルを使用して提供してください。クラスタにインストールするサーバごとに、

この情報を収集してからインストールプロセスを開始します。

次の表に、インストールを開始する前に収集する必要のある情報の一覧を示します。

フィールドの一部は省略可能であるため、設定に適用されない場合があります。たとえば、イ

ンストール時にSMTPホストを設定しない場合もパラメータは表示されますが、値を入力する
必要がありません。

（注）

フィールドの一部はインストールを完了すると、ソフトウェアを再インストールしない限り変

更できなくなります。そのため、適切な値を入力するように注意してください。表の一番右の

列に、インストール後にパラメータを変更できるかどうかを示しています。また、変更可能な

場合は、該当するメニューパスまたはコマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドを記
載しています。

DMABackupInfo.infファイルを使用してシステムを設定する場合でも、この表をコピーして、
各サーバーのエントリを個別の表に記録することを推奨します。

表 1 :必要なインストール情報

インストール後の編集可能性説明設定データ

管理者の資格情報

なし

インストール後、管理者アカウントを追加作

成することはできますが、元の管理者アカウ

ントユーザ IDは変更できません。

管理者アカウントに割

り当てる名前を指定し

ます。

管理者のログイン

可

CLI: set password user admin

管理者アカウントのパ

スワードを指定しま

す。

管理者パスワード

アプリケーションユーザの資格情報

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_name

システムにインストー

ルするアプリケーショ

ンのユーザ IDを指定
します。

アプリケーションユー

ザのユーザ名
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インストール後の編集可能性説明設定データ

可

CLI: utils
reset_application_ui_administrator_password

システム上のアプリ

ケーションのパスワー

ドを指定します。

アプリケーションユー

ザパスワード

セキュリティパスワード

可。すべてのノードで次のコマンドを使用し

てセキュリティパスワードを変更できます。

CLI: set password user security

クラスタ内のサーバ

は、相互に通信する際

にセキュリティパス

ワードを使用します。

このパスワードを
Unified Communications
Managerパブリッシャ
ノードで設定するか、

クラスタに追加ノード

（IM and Presenceノー
ドを含む）をインス

トールするたびにこの

パスワードを入力しま

す。

UnifiedCommunications
Managerのセキュリ
ティパスワード

証明書情報

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

組織

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

部門

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

参照先

可

CLI : set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]
[country]

証明書署名要求の作成

に使用します。

州
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インストール後の編集可能性説明設定データ

可

CLI：set web-security [orgunit]
[orgname] [locality] [state]

証明書署名要求の作成

に使用します。

国

（任意）SMTP

可

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [SMTP]を選択し、[SMTP
ホスト（SMTPHost）]フィールドに IPア
ドレスまたはホスト名を入力。

• CLI: set smtp [host]

電子メールの発信に使

用するSMTPホストの
名前を指定します。

電子通知を使用する場

合、このフィールドは

必須です。使用しない

場合は空白のままにし

ます。

SMTPの場所

NICインターフェイス設定

可

CLI : set network nic eth0 {auto |
{en| dis}} {speed| {10| 100}}
{duplex half| {half| full}}

1000 BASE-Tは、自動ネゴシエー
ションを介してのみ有効にできま

す。

（注）

仮想マシンでは、次のコマンドは

サポートされていません。

（注）

イーサネットネット

ワークインターフェイ

スカード（NIC）速度
の自動ネゴシエーショ

ンを有効にしていない

場合、NIC速度（10メ
ガビットまたは 100メ
ガビット）を選択する

必要があります。

NIC速度

可

CLI : set network nic eth0 {auto |
{en| dis}} {speed| {10| 100}}
{duplex half| {half| full}}

1000 BASE-Tは、自動ネゴシエー
ションを介してのみ有効にできま

す。

（注）

仮想マシンでは、次のコマンドは

サポートされていません。

（注）

イーサネットネット

ワークインターフェイ

スカード（NIC）デュ
プレックス設定の自動

ネゴシエーションを有

効にしていない場合、

NICデュプレックス設
定（全二重または半二

重）を選択する必要が

あります。

NIC二重化
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インストール後の編集可能性説明設定データ

可

CLI: set network mtu [size]

MTU（Maximum
Transmission Unit）
は、このホストがネッ

トワークで転送する最

大パケットをバイト単

位で表します。

値は、ネットワーク内

のいずれかのリンクに

設定されている最小の

MTUサイズを超えな
いようにしてくださ

い。

デフォルト値は 1500
バイトです。

MTUサイズ

MTU設定
は、クラ

スタ内の

すべての

ノードで

同一にす

る必要が

ありま

す。

（注）

ネットワーク情報

可。

• Cisco Unified Operating System
Administrationから、[設定（Settings）] >
[IP] > [イーサネット（Ethernet）]の順に
選択します。

• CLI: set network dhcp eth0
[enable]

CLI: set network dhcp eth0
disable [node_ip] [net_mask]
[gateway_ip]

DHCPを使用してサー
バのネットワーク設定

を自動的に行うには、

[はい（Yes）]を選択
します。

[いいえ（No）]を選択
した場合、ホスト名、

IPアドレス、IPマス
ク、ゲートウェイ、お

よび DNS設定の入力
が必要です。

DHCP

（ダイナミックホスト

コンフィギュレーショ

ンプロトコル）

設置の計画

28

設置の計画

必要なインストール情報



インストール後の編集可能性説明設定データ

はい。Unified Communications Managerノード
の場合は、次のいずれかを選択します。

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI: set network hostname

パラメータを入力するように求められま

す。

Unified Communications Managerまたは IM and
Presenceサーバーのホスト名を変更するには、
『CiscoUnified CommunicationsManagerアドミ
ニストレーションガイド』の『IPアドレス、
ホスト名、ドメイン名の変更』のセクション

を参照してください。

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、この

マシンのホスト名を入

力する必要がありま

す。

ホストネーム

はい。Unified Communications Managerノード
の場合は、次のいずれかを選択します。

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

Unified Communications Managerまたは IM and
Presenceサーバーの IPアドレスを変更するに
は、『CiscoUnified CommunicationsManagerア
ドミニストレーションガイド』の『IPアドレ
ス、ホスト名、ドメイン名の変更』のセクショ

ンを参照してください。

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、この

マシンの IPアドレス
を入力する必要があり

ます。

IPアドレス
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インストール後の編集可能性説明設定データ

はい

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI：set network IP eth0
[ip-address] [ip-mask]

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、この

マシンの IPサブネッ
トマスクを入力する必

要があります。サブ

ネットマスクと IPア
ドレスで、ネットワー

クアドレスおよびホス

トアドレスを指定しま

す。

サブネットマスクは

「255.255.255.0」の形
式を使用する必要があ

ります。

IPマスク

はい

• Cisco Unified Communications Operating
System Administrationで、[設定
（Settings）] > [IP] > [イーサネット
（Ethernet）]の順に選択します。

• CLI: set network gateway [addr]

DHCPが Noに設定さ
れている場合は、ゲー

トウェイアドレスを入

力する必要がありま

す。

ゲートウェイアドレス

（任意）DNS

可

CLI: set network dns primary
[address]

ドメインネームサー

バ（DNS）を備えてい
る場合、IM and
Presenceはホスト名の
解決を試みる際に、こ

の DNSサーバに最初
に接続します。

DNSプライマリ

可

CLI: set network dns secondary
[address]

プライマリ DNSサー
バに障害が発生した場

合、IM and Presenceは
セカンダリ DNSサー
バへの接続を試みま

す。

セカンダリDNS（DNS
Secondary）

可

CLI: set network domain [name]

このマシンが設置され

ているドメインの名前

を表します。

ドメイン
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インストール後の編集可能性説明設定データ

タイムゾーン

可

CLI: set timezone [zone

現地時間帯とグリニッ

ジ標準時（GMT）から
のオフセットを示しま

す。マシンが設置され

ている場所に最も近い

時間帯を選択します。

タイムゾーン

ネットワークタイムプロトコル

はい

Cisco Unified Communications Operating System
Administrationで、[設定（Settings）] > [NTP
サーバ（NTP Servers）]の順に選択します。

IM and Presenceパブ
リッシャノードのイン

ストール時に、外部

ネットワークタイム

プロトコル（NTP）
サーバの IPアドレス
を指定する必要があり

ます。Unified
Communications
Managerパブリッシャ
ノードを NTPサー
バーとして使用するこ

とを推奨します。

NTPサーバの IPアド
レス

Export Restrictedおよび Export Unrestrictedソフトウェア
このリリースの Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceは、Export Restricted
（K9）バージョンに加えて、Export Unrestricted（XU）バージョンもサポートしています。

無制限（Unrestricted）バージョンのソフトウェアは、さまざまなセキュリティ機能を必要とし
ない特定のカスタマーのみを対象としています。無制限バージョンは一般的な展開用ではあり

ません。

（注）

Export Unrestrictedバージョンは、次の点で制限（restricted）バージョンと異なります。

•ユーザペイロード（情報交換）の暗号化はサポートされません。

• Microsoft OCS/LyncまたはAOLとの外部 SIPドメイン間フェデレーションはサポートされ
ません。
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•無制限バージョンのリリースをインストールすると、制限バージョンにアップグレードで
きなくなります。無制限バージョンを含むシステムでの制限バージョンの更新インストー

ルもサポートされません。

•単一クラスタ内のすべてのノードを同じモードにする必要があります。たとえば、同じク
ラスタ内の Unified Communications Managerと IM and Presence Serviceノードは、すべてが
無制限モードまたは制限モードでなければなりません。

• IPフォンのセキュリティ設定が変更され、シグナリングおよびメディアの暗号化（VPN
Phone機能で提供される暗号化を含む）が無効になります。

無制限バージョンのリリースをインストールすると、制限バージョンにアップグレードできな

くなるので注意してください。無制限バージョンを含むシステムでは、制限バージョンの更新

インストールを実行できません。

（注）

すべてのグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）とコマンドラインインターフェイス
（CLI）で、管理者は製品バージョン（restrictedまたは export unrestricted）を表示できます。

次の表は、Unified Communications Managerの無制限バージョンと IM and Presence Serviceでは
使用できない GUI項目を示しています。

説明場所GUIの項目

Cisco Unified CM Administration

このメニューとオプションは

ありません。

[拡張機能（Advanced
Features）] > [VPN]

VPNの設定

[デバイスセキュリティモー
ド（Device Security Mode）]
は、[非セキュア（Non
Secure）]に設定されており、
設定はできません。

[システム（System）] > [セ
キュリティ（Security）] > [電
話セキュリティプロファイル

（Phone Security Profile）]

電話セキュリティプロファイ

ルの設定

Cisco Unified CM IM and Presence Administration
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説明場所GUIの項目

• [XMPPクライアントと
IM/Pサービス間のセキュ
アモードの有効化

（Enable XMPP Client To
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [XMPPルータツールータ
セキュアモードの有効化

（Enable XMPP
Router-to-Router Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [Webクライアントと
IM/Pサービス間のセキュ
アモードの有効化

（Enable Web Client to
IM/P Service Secure
Mode）]設定はオンにで
きません。

• [SIPクラスタ間プロキシ
ツープロキシ転送プロト

コル（SIP intra-cluster
Proxy-to-Proxy Transport
Protocol）]をTLSに設定
するオプションは削除さ

れました。

[システム（System）] > [セ
キュリティ（Security）] > [設
定（Settings）]

セキュリティ設定

• [Transport Preferred
Order]パラメータの TLS
オプションはすべて削除

されました。

• TLSオプションは、[SIP
ルートヘッダートランス

ポートタイプ（SIP Route
Header Transport Type）]
パラメータから削除され

ました。

[システム（System）] > [サー
ビスパラメータ（Service
Parameters）]から [サービス
（Service）]として、[Cisco
SIPプロキシ（Cisco SIP
Proxy）]を選択します。

Cisco SIP Proxyサービスのた
めの [サービスパラメータ設
定（Service Parameter
Configuration）]
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説明場所GUIの項目

OCS/Lyncとのドメイン間フェ
デレーションを設定すると

ポップアップが表示され、エ

ンタープライズ内の別の

OCS/Lyncとのみ直接フェデ
レーションを行うことができ

るとの警告が出されます。エ

ンタープライズ外のOCS/Lync
とのドメイン間フェデレー

ションは、無制限モードでは

サポートされません。

[プレゼンス（Presence）]>ド
メイン間フェデレーション

（Interdomain Federation）] >
[SIPフェデレーション（SIP
Federation）]

SIPフェデレーテッドドメイ
ン

セキュリティモードを構成で

きません。TLSなしに設定さ
れています。

[プレゼンス（Presence）]> [ド
メイン間フェデレーション

（Interdomain Federation）] >
[XMPPフェデレーション
（XMPP Federation）] > [設定
（Settings）]

XMPPフェデレーション設定

優先プロキシリスナーとして

TLSまたはHTTPSリスナーを
設定できません。

[プレゼンス（Presence）] >
[ルーティング（Routing）] >
[設定（Settings）]

プロキシの構成設定

設置の計画
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Export Restrictedおよび Export Unrestrictedソフトウェア



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


